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2016 年 11 月






































　おくりいえは、2009 年 5 月に町家を用いたインスタレーションをきっか
けに始まった。当初は活動を継続する意思はなかったが、想定以上の反響
を呼び継続することにしたとやまだ氏は述べた。以下でおくりいえの 2009
年 5 月から 2017 年 12 月時点までの活動の概要について述べる。
【1回目から 3回目（2009 年 5 月〜 2010 年 9 月）】






として東湯を限定復活させると、4 日間で 1500 人程度訪れた。同年には、
NPO 法人金澤町家研究会が企画する町家巡遊 2010（町家を巡る企画）のプ
レイベントとして 3 回目のおくりいえが行われた。3 回目のおくりいえには
400 人以上の方々が訪れた。
　1 回目から 3 回目のおくりいえには特に多くの来場者が訪れた。既存イベ
ント等と協働で開催することで、多くの集客を実現し、知名度が向上した。
1 回目から 3 回目のおくりいえの対象となった物件は全て取り壊されてい
る。

















　高木屋金物店は嘉永元年創業の金物屋で、家主の T 氏は 5 代目の店主で
ある（写真 2-4）。高木屋金物店は比較的敷地が広く、土間や中庭、蔵など














【11 回目から 40 回目（2011 年 10 月〜 2017 年 4 月）】
　10 回目までは知名度をあげるために DM を出す等広報に力を入れていた
が、オペレーションが大変になったため、11 回目以降は毎回 50 人程度にな
るように広報を行った。参加者の層を絞ることで、オペレーションが簡易
化し、持続的な活動ができるとやまだ氏は述べる。




















































図 2-2　1 階平面図 (HP より )
図 2-1　マーケット広場 (HP より )










を活用した（写真 2-11)。母屋、蔵 2 棟、納屋には、さまざまな業種、職種
の店舗や事務所が入る。


































ぼが混ざり合う郊外で、1.5km 四方に 800 人程が在住する。
【施設概要】














・温泉裏の客室　2015 年開業（写真 2-20,21, 図 2-6）　　　　　　　　　






































































・Hanare（表 2-3, 写真 2-27,28,29）
　前述した「まち全体を大きなホテルに見立てる」という企画の一環とし
て開業した。賃貸木造住宅だった丸越荘がリノベーションされて竣工した。












































The japan architect まちのはじまり 103autumn2016
リノベーションプラス 拡張する建築家の職能 松村秀一ら、ユウブックス、2016 年
QONVERSATIONS（http://qonversations.net/trip/setouchi/fujii_oka/6618/）
HAGISO、hanare　HP 地方で建築を仕事にする　編　五十嵐太郎













































の空き家に対する漸次的な DIY 改修 -」首都大学東








































なる（図 3-3,3-4, 写真 3-6）。倉庫内部には 140 ㎡程度の広い一室空間があ
り、上部には木造のトラス小屋組が見える（写真 3-7）。しかし下屋部分は、
雪降ろし負荷軽減のため 2016 年 7 月に住民団体によって解体された（写真
3-8）。その際、外壁モルタルが一部剥落しただけでなく、正面外観には間






- 下屋 - - 蔵 -
3-3　対象建物
(1) 概要
図 3-3　既存平面図 S=1/300 図 3-4　既存断面図 S=1/150






（図 3-5, 写真 3-9,10,11,12,13）。入口部分と外壁の破損は前述の通り住民
団体による下屋の解体時に生じた。入口部分には4.0m×2.8mの開口が空き、


































































































写真 3-12　内壁破損 1 写真 3-13　内壁破損 2 写真 3-14　基礎
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　本活動は学生及び住民団体、地域復興支援員 1 名、地域おこし協力隊 2


























































































































































































生との協働での学生主体の DIY 改修が 2016 年 9 月、2017 年 7 月の 2 回、住
民団体による自主改修が 2016 年 7 月、11 月の 2 回、大工による外壁の施工
が 2017 年 10 月に 1 回行われた。以下では学生主体の DIY 改修について述
べる。





　間口 4.0m ×高さ 2.8m の開口部に合わせて木製建具を製作した。材料費








































　戸袋部分を 2 × 4 材（1ft × 3ft）を用いて下地を作り、合板を貼り付け
ることで、製作する。ビスは斜めに打ちながら組み立てることで、木材か
写真 3-18　測量器で水平を図る様子


















　まずアクリル板をサッシに固定する木材（1 × 1 材）を切り出した。防
腐剤を塗布するためにサンダーをかけた。防腐剤を塗布したが、1 × 1 材
は一度塗りでは上手く着色できなかったため、乾燥後再度塗装した（写真
3-33）。
　1 × 1 材塗装の作業と並行し、サッシのサンダー及び防腐剤の塗布を行っ
た。サッシは杉材だったため、一度塗りで着色が完了したため、1 × 1 材よ
りも短時間で塗装が完了した。
　サッシ及び 1 × 1 材乾燥後に、アクリル板を取り付ける作業を行った。
ビスを簡易的に打ち込むために、片側の 1 × 1 材を四方につけてから、ア
クリル板をはめ、もう一方から四方に 1 × 1 材を取り付け、固定する方法
を取った（写真 3-34,35,36）。そうすることで最初に打ち付けた 1 × 1 材は












写真 3-34　1 × 1 材の固定
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域で廃校となった小学校で使われなくなった棚に、キャスターや 2 × 4 材
で作成した屋根フレームを取り付けることで計 2 台製作した（図 3-16-
①）。パレットは 2 つ重ねてキャスターや廃材の杉板、目隠しとして 1 ×
3 材を外周部に取り付けることで計 10 台製作した（図 3-16- ②）。テーブ
ルは三六版の合板に廃材の杉板を並べ、小口部分の目隠しとして 1 × 1 材
を外周部に取り付け、脚部には鉄製のものを用いて、計 2 台製作した（図
3-16- ③）。椅子は廃材の角材にキャスターを取り付けることで製作した（図
3-16- ④）。作業量と費用は、合計 48 人工、屋台 1.1 万円、パレット 3.5 













　パレットは 2 つ重ねてキャスターや廃材の杉板、目隠しとして 1 × 3 材
を外周部に取り付けることで計 10 台製作した。手順としては、まず廃材の




















いた紙やすりは粗いものから順に 50 番、130 番、240 番であった。
　廃材と合板は接着材で接合し、外周部は 1 × 1 材で囲った（写真 3-45）。








なめらかにした（写真 3-48）。塗装には vintage wax を用いた。2 本の柱を
接合するため、L字金具で接合した（写真 3-49）。その木材部分にキャスター
を取り付け、簡単に移動が可能な作りとした。
写真 3-41　廃材の選定 写真 3-42　目隠し材の固定 写真 3-43　施工後
写真 3-44　サンダーがけの様子 写真 3-45　目隠し材の切断 写真 3-46　仕上げ材の塗布
写真 3-47　廃材の選定 写真 3-48　サンダーがけ後 写真 3-49　L 字金具取り付け後
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写真 3-54　側部の隠し板の加工 写真 3-55　スクリーン施工後




　2016 年 10 月から試験的な利用を開始し、運用方法を検討しながら地域の
既存施設と連携したイベントを行い、使い手の層を増やした。
　まず 2016 年 10 月に地域住民を対象に行われる住民団体主催の地域イベ
ント「収穫祭」に合わせて、倉庫を開放した。具体的にはカフェ、ギャラリー、



























































（ⅱ）2016 年 12 月 レンタルスペースの提案、倉庫使い方ワークショップ






















（ⅲ）2017 年 7 月 地域保育園と連携したワークショップ
　使い手の層を増やすために、地域の保育園と連携し課外活動の一環とし
て屋台の装飾となるランタンカバー作りワークショップを実施した（写真




























写真 3-67 屋台が外部空間を形成する 写真 3-68 地域住民が訪れた様子写真 3-66 土間にそのまま入る様子






















































































2015 年 4 月にまちつくり青梅が設立された。まちつくり青梅は、空き店舗














































れなかったため、江戸・明治以来の蔵のある町家や昭和 30 〜 40 年代の看
板建築が多く残り、古い町並みを形成している（写真 4-2,3,4）。



























































4-7,8）。ヤマガタは昭和 30 年代竣工の木造 2 階建ての看板建築である。1
階前面は店舗部分、1 階奥と 2 階は居住空間であった。2 階の居住空間は和
室であり、昭和 30 年代の柱・梁・鴨居・欄間・襖等がそのまま残る。ヤマ
ガタの延べ床面積は約 70 ㎡であり、各階の床面積は 1 階が 38.5 ㎡、2 階が
31.5 ㎡である。
　2 軒目は元弁当屋だった空き店舗（以下、元弁当屋）である（写真 4-9,

















































































ことが困難だった。そこで、まず 2017 年 5 月 1 日に片付け及び最小限の







































（ⅱ）2017 年 5 月 3 日青梅大祭
　2017 年 5 月 1 日に片付けと簡易的な改修を行い、最低限使用可能な状態
となった。そこで翌々日の 5 月 3 日に行われる青梅大祭時に、ヤマガタを
開いてみてはどうかとの提案が家主からあった。そこで急遽ヤマガタをカ


































































































































　12 月 17 日に実施した「看板建築を巡る展 - 青梅の町全体が博物館になっ
ちゃいます -」についての詳細を述べる。























　本活動で多くの集客を実現するために、11 月 17 日より随時 facebook ペー
ジより発信を行った（図 4-14)。イベント当日 12 月 17 日の一ヶ月前からイ
ベントページを作成し、随時発信していくことで多くの反応を頂いた。結
果的にそのイベントページのリーチ数は 11000 人まで到達し、閲覧者数は












































　またこれらの facebook での発信やチラシの効果もあり、12 月 10 日か
ら 12 月 16 日にヤマガタと元弁当屋を施行していた際には、読売新聞や毎
日新聞の記者が訪れた。その際、読売新聞の記者から 2 時間程度のインタ












































































































































































青梅市教育委員会「青梅の町家」（1980 年）、『建築雑誌』Vol.116 二村悟「『看板建築』の技術を見て、近年の屋外広告について思うこと」（2001 年）、
















































































1926 年竣工の有形文化財に登録される看板建築 ゲストハウス青龍 kibako





































































































































































































　ヤマガタに対しては 2017 年 5 月、6 月、12 月に片付けと最小限の DIY 改

















































　12 月は 2 階に対して片付けと展示会場としての改修を行った。まず 2 階
に多く残されていた家主の棚などを片付けた（写真4-32,33)。また既存の柱・
梁・床などを水拭きした。加えて、既存畳の状態が悪かったため、上から
新しくござを敷いた（写真 4-34)。また 6 節で述べた通り展示ボードの下地
には糸を用いた。糸を用いることで既存の柱・梁・襖・欄間等の鑑賞を邪


















































　元弁当屋に対しては 2017 年 11 月、12 月に片付け及び簡易な DIY 改修を














　12 月の施工時には、道路正面側を除いた 3 面に簡易的な壁を製作し、展
示空間とした。1800mm × 900mm × 3mm 厚のベニヤ及び 30mm × 40mm の垂木
を下地として、壁面を作った。壁面は足元部分に垂木で構成した土台を設
ける他、既存壁部分にビス打ちすることで固定した。3 方面に壁面を立ち上













































　2 章では空き家を用いて地域活性化を行う 9 都県 10 市町村の事例調査を
行った。調査方法は、文献調査、実地調査、ヒアリング調査である。2 節
では不動産価値が低いと見なされることの多い空き家等に使い手を見つけ
































































1.1 客単価 300 円×客数 20人 / 日＝ 6000 円
1.2	 原価 30%、利益＝ 4200 円 / 日








2.1	 １時間 2000 円 -、1日 2万円、7日間 7万円
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　4.1 スクリーン ( 間仕切り )：間に合えばやる
　4.2 すずらん灯 20m10 灯 E26 口金 ×2
 4.2.1　11253 円 ×2=22506 円
 4.2.2　電球（アサヒ一般球クリヤー 100V-60W)95 円 ×40=3800 円
 　　　（http://item.rakuten.co.jp/alllight/c/0000000249/)
　4.3 パレット - タイル貼り : 相羽建設端材
　4.4 タープ











7. ワークショップ 7/22( 土 )、7/23( 日 )
　
8. スケジュール
　8.1　6/10( 土 )、6/11( 日 ) 打ち合わせ
　8.2　6 月下旬すずらん灯等のスタディ（明るさ）
　8.3　7/22( 土 )、7/23( 日 ) ワークショップ









1.2   オープニング価格として 1000 円/時間、5000 円/日で貸し出す。価格については、今後場合に応じて変
更していく。	 




	 	 	 	 	 図 1.スペースマーケットの仕組みの概念図	 
	 




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 2.スペースマーケット HP 上での検索画面	 
	 
	 








          ¯'¥SI87&¬î
! ±ò














































































　プロセスとしては、まず学生がヤマガタの 1F部分の簡易的な改修を行う (図 1-①）。そこを学生の活動の拠点と




































ヤマガタは地域に開かれ、地域のネットワークが形成される (図 2)。例えば、一日だけBar( 図 7,8) や空き地での
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付録
図 9. 空き地でビアガーデン図 7,8. 一日だけバーを開く (右図は夜景の様子）




めマルシェ」にワゴンを用いて出店する、ワゴンを持って街に突然現れたりする (図 5,6) などの活動を行う。
5. スケジュール
　大まかなスケジュールとしては、2017 年２月オーナーとの打ち合わせ、３月実測、４月掃除 (2 回程度 )、５月
製作 (2-3 回程度 )、６月使用開始を予定している。
6. ヤマガタにおける具体的な活動内容























1   ⻘青梅探索索 10:00-‐‑‒11:00  
1.1   ニュウファニチャーワークス：佐藤剛（sato  go）さん  
1.1.1   國廣さんと同期（40 歳）。  
1.1.2   ヤマガタのガラスを建具に使えるか、家具の作り⽅方とか聞けば教えてくれるし協⼒力力してくれそうな雰囲
気。  
1.2   サイクルハーバー  
1.2.1   設計施⼯工頼まず全て DIY。15mmの構造⽤用合板。  
1.2.2        
1.2.3   保健所を通すのが⼤大変だった。  
1.2.3.1  ⾷食事スペースの⼱巾⽊木、キッチンスペースの床を塗装、キッチンスペースに電気機器類の配線が⾶飛
び出ているのもダメ。  
1.2.4   全部で 400 万円とか。  
1.2.5   しばらくは⾦金金、⼟土、⽇日、⽉月で運営。  
1.3   ゲストハウス：⻘青⿓龍龍 kibako  
1.3.1   全体的にもったいなかった。2F はまだ⽚片付け中。  
2   ヤマガタ  
2.1   ⽚片付け前、後  
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20170416  11:00-‑11:45   ヤマガタ打ち合わせ＠萩原  
参加者：清⽔水さん、権藤先⽣生、市川  
  
1   全体の⽅方針  
1.1   ハード⾯面  




1.1.2   電気・⽔水道。  
1.1.2.1  具体的な話はまだなし。  
1.1.2.2  公園に⽔水道とトイレあり。  
1.2   ソフト⾯面  
1.2.1   耐震的な対策と並⾏行して進める。  
1.2.1.1  ⼤大学院講義での提案。  
1.2.1.2  市川個⼈人での活動。  
2   ハード⾯面  
2.1   清⽔水さんが⼤大⼯工さんに相談した。  
2.1.1   結論的には、リフォームには 300-‑500 万かかるから、壊して新築で平屋にす
ればいいのではと⾔言われた。  
2.1.2   でも清⽔水さん的にはそんなにお⾦金は出せない。  
2.1.3   ⼤大⼯工さんは仕事だから⾯面倒なことは嫌だし、普段 300-‑500 万くらいの仕事を
請け負っているから、100 万円以下の仕事はしたくない。  
2.1.4   ⼤大⼯工さんとは半分友達、半分仕事の関係。  
2.1.5   2 階の傾きをレーザーで測定してもらった。  
2.1.6     



























































































































































































































































付録 19. 青梅 /20170521/ イベントチラシ
123
付録
付録 20. 青梅 /20170617/ イベントチラシ
124
付録
付録 21. 青梅 /20170716/ イベントチラシ
125
付録

















































た。1 度だけでなく 2017 年 5 月から 12 月まで、改修時やイベント時を含め
ると 20 回以上も使わせていただきました。元弁当屋オーナーの中村さんも







































































































































































図 4. 既存断面図 S=1/500
写真 3. 解体前倉庫外観 写真 4. 解体前倉庫内観 写真 5. 解体後倉庫外観
既存下屋部分
N




























































でなく、正面外観には間口 4.0m 高さ 2.8m の開口が生じた。
3.3　活動概要
　本活動は学生及び住民団体、地域復興支援員 1 名、地域おこし協力













































































写真 6. 解体によって生じた廃材 写真 7. 地元大工と協働作業する様子




　2016 年 10 月から試験的な利用を開始し、運用方法を検討しなが
ら地域の既存施設と連携したイベントを行い、使い手の層を増やし
た。まず 2016 年 10 月には住民団体主催の地域イベントに合わせて
倉庫を開放した。具体的にはカフェ、ギャラリー、紙芝居会場とし






















































































写真 10.WS の風景 写真 11.WS 掲載の記事
写真 13. 外壁改修後の外観 写真 14. 収穫祭時の内観
写真 12. グランツール時の様子
写真 8. イベント時の様子 写真 9. 屋台が形成する空間
写真 15. 青梅街道沿いの古い町並み
図 12. 敷地図
写真 16. ヤマガタ外観 写真 17. 元弁当屋外観










































　2016 年 10 月から試験的な利用を開始し、運用方法を検討しなが
ら地域の既存施設と連携したイベントを行い、使い手の層を増やし
た。まず 2016 年 10 月には住民団体主催の地域イベントに合わせて
倉庫を開放した。具体的にはカフェ、ギャラリー、紙芝居会場とし



















































































写真 18. 片付け前のヤマガタ 写真 19. 塗装後のヤマガタ 写真 20. 青梅大祭時の様子


















































































図 18. 3 拠点の役割













































地域の空き家に対する漸次的な DIY 改修 -」首都大学東京大学院都市環境科学研究科建築学域 平
成 28 年度修士論文梗概集 p193-p198
2) 青梅市と青梅商工会議所が中心となり、中心市街地活性化法に基づく基本計画の認定を受ける
ために 2015 年 4 月に設立した。
3)山崎和哉「青梅駅周辺における歴史的建造物の現存状況に関する調査」（2011 年）によると、
青梅駅周辺には看板建築 162 軒、町家 80 軒、蔵 48 軒の歴史的建造物が残っている。
4) 藤森照信「看板建築の概念について（近代日本都市・建築史の研究 ）」（1975 年）によると、
看板建築について、「かつての町屋形式に代わるものとして、独自な洋風ファサードを持っ
た都市居住形式が成立した。」と述べられている。
5) 首都大学東京大学院都市環境科学研究科建築学域平成 29 年度前期講義「建築構法特論Ⅰ」
において、ヤマガタ 1階部分の設計・施工が実施された。既存椅子部分の拡張の主たる設計
者は、同学小泉研究室の横江優太さんである。
4.3.3 改修の実践
　ヤマガタに対しては2017年5月、6月、12月に片付けと最小限のDIY
改修を行った。5月は1階内部の片付け及び内壁の塗装、簡易的な椅
子の製作を行った。まず内部に保管されていた家主の荷物の片付け
や、内壁やショーウィンドウ部分のガラスの汚れを落とした。次に
内壁を養生し、塗装を行った。その際、布クロスが塗料を吸い込ん
でしまい、想定以上の作業時間が生じた。最後に既存商品棚部分に
合板を敷くことで簡易的な椅子を製作した。作業量と費用は、10人
工、約3万円であった。
　6月は既存椅子部分の拡張改修を行った5)。座面には12mm厚の構造
用合板を用いた。土台部分は合板をワッフル状に組み合わせたもの
を使用することで、曲面の座面に柔軟に対応できるようにした（写
真23）。ワッフル土台は2種類の大きさ（350mm×400mm×39個、
350mm×550mm×11個）を作成し、座面の大きさによって組み合わせ
を変えた。ワッフル土台の切れ込み部分の加工は、工具による作業
では精度及び効率が悪かったため、レーザーカッターによる加工を
行った。作業量と費用は、16人工、約3万円であった。
　12月は2階に対して片付けと展示会場としての改修を行った。まず
既存畳の状態が悪かったため、上から新しくござを敷いた。また前
述の通り展示ボードの下地には糸を用いた。900mm×1800mmの展示ボ
ードとして用いるため、計52本の糸を均等に配した。両端部にはレ
ーザーカッターで均等に切れ込みを入れたMDF材を用いた(写真24)。
下地は天井・床の両方向から糸で引っ張り力を加えることで固定し
た。展示ボード（スチレンボード）はてぐすで下地に取り付けた。
作業量と費用は9人工、約2万円であった。
　元弁当屋に対しては2017年11月、12月に片付け及び簡易なDIY改修
を行った。まず片付け時には家主の荷物をできる限り奥側に寄せ、
展示で用いることのできるスペースを確保した。その後、道路正面
側を除いた3面に簡易的な壁を製作し、展示空間とした（写真25）。
作業量と費用は、12人工、約2万円であった。
4.4　小結
　青梅市中心市街地のシャッターが閉まった空き店舗に、最小限の
手を加えることでまちに開き使い手を見つける活動を行った。1つの
空き店舗を用いた活動時には、家主の空き店舗に対する意識の変化
や、短期的な借り手が見つかるといった効果が見られた。3つの拠点
を用いた活動時には、各拠点をつなげ巡らせることで、町中に人の
流れを生み出し、来訪者と地域住民との間の交流を確認できた。地
域住民にとっては、まちなかで通りがかりに立ち寄れる公共空間的
な役割を果たした。
5.　まとめ
　本研究では、小千谷市岩沢地区の空き倉庫と青梅市中心市街地の
空き店舗に対して、設計提案だけでなく、最小限のDIY改修によりシ
ャッターが閉まった空き倉庫・店舗をまちに開く実践まで行った。
　小千谷市岩沢地区では、昨年度地域一帯を活用した宿泊施設を提
案した。今年度は空き倉庫に対して、複合的な用途の多目的スペー
スを提案した。具体的には居場所をつくる家具と内外をゆるやかに
つなぐ木製建具を設計し、DIYで制作した。また、最低限使用可能な
段階から使用することで訪れる客層や建物の使用方法を把握し、運
用方法を検討することができた。加えて、既存施設や地域イベント
との連携により使い手の層を増やすことができた。
　青梅市中心市街地における活動の前半は、1軒の空き店舗に対して
片付け及び最小限のDIY改修を加えることでまちに開いた。後半は、
拠点を3ヶ所に点在させ、各拠点をつなげた。具体的には歴史的建築
を活かし、町全体を博物館に見立てた企画展を提案・実施した。各
拠点を点在させて巡らせることで、来訪者と地域住民の交流が確認
できた。
